
 
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

一般・消化器外科専門医取得コース（大森）  

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
初期臨床研修を修了し、消化器外科、小児外科、乳腺・内分泌外科の専攻を希望される医師に対して、

普遍的知識、技術、判断力及び医の倫理に関するトレーニングが積めるようにカリキュラムを作成しま

した。一般病院における最前線の外科診療は、悪性良性の様々な疾患から外傷まで幅広い経験と知識が

要求されます。他科にはない幅広い診療が行える技量を身につけるのはもとより、癌や救急領域の専門

家として診療に携わるトップレベルの医師となりうるカリキュラムです。消化器外科専門医、小児外科

専門医、乳癌学会認定医・専門医の取得を目標として、その基本となる外科専門医の取得を通過点とし

ております。この後期研修を終了した後は、病院で外科診療に携わる進路の他に、大学の外科学講座の

スタッフとして研究教育に携わる進路や外科以外の進路を選択することも可能です。 
 
指導責任者 船橋 公彦 
 
研修カリキュラム 
１年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 
研修期間 
1 年 
習得内容 
一般外科、心臓血管外科、呼吸器外科、小児外科、乳腺内分泌外科のうち、４部門をそれぞれ３カ月ず

つローテーションし、外科医として外科手技等の研修を行う。 
 
２年目  
病院名・診療科 
教育関連病院 
研修期間 
1 年 
習得内容 
主に一般外科の臨床研修、とくに、良性疾患の手術を術者として修練する。 
 
３年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 



研修期間 
1 年 
習得内容 
この１年間で、一般外科、心臓血管外科、呼吸器外科、小児外科、乳腺内分泌外科のうち、１年目に終

了しなかった１部門と、麻酔の研修をそれぞれ３カ月間行う。残りの６カ月間は消化器外科の研修を行

う。日本外科学会の外科専門医を取得するべく、認定試験を受けるのは、この期間である。 
 
４年目  
習得内容 

1. 消化器外科 この時期には臓器別研究班に属して、それぞれのスタッフから指導を受け、臨床

研究や実験を開始して積極的に学会活動、論文発表を行うようにする。外科専門医試験取得後

は消化器外科のサブスペシャリティとして、大森病院での院内研修と同時に日本外科学会及び

日本消化器外科学会の認定施設において研鑽して、日本消化器外科学会専門医資格を取得する

のに十分な経験を積める体制を整える。 
2. 小児外科 日本小児外科学会専門医資格取得のために研修指数を得るため、この時期より小児

外科に属して、それぞれのスタッフから指導を受け、臨床研究や実験を開始して積極的に学会

活動、論文発表を行うようにする。同時に他の日本小児外科学会の認定施設（成育医療センタ

ー等にレジデントとして約１年又は２年）において研鑽して、日本小児外科学会専門医資格を

取得するのに十分な経験を積める体制を整える。  
3. 乳腺・内分泌外科 指導医のもと臨床研究や実験を行い、積極的な学会発表、論文投稿に努め

る。大森病院内および関連病院における研鑽を通して乳癌学会認定医・専門医取得に必要な経

験をつむ。内分泌外科専門医取得のため、日本内分泌外科学会及び日本甲状腺外科学会に入会

する。希望があれば乳腺・内分泌外科双方の専門家を目指す特別カリキュラムを組むことも可

能である。  
 
専門医の取得  
 
週間予定 
月曜日 AM  7:30～9:00   一般・消化器外科、総合診療部急診科外科カンファレンス 

PM 15:00～     教授回診 
      16:00      肝胆膵内科外科合同カンファレンス 

18:00      ＭＭカンファレンス 
木曜日 AM  7:30～8:30   下部消化管班症例検討会 
土曜日 AM 11:00～      下部消化管内科外科合同カンファレンス 
土曜日 AM 11:00～12:00   上部消化管内科外科合同カンファレンス 
              上部消化管班症例検討会 
 
教育関連病院・施設 
東京医療センター   磯部  陽 
 



東京都済生会中央病院 原田 裕久 
相模原中央病院    高塚  純 
大宮双愛病院     佐藤 行彦 
松島病院       松島  誠 
松田病院       松田 聡 
汐田総合病院     長谷部 行健 
東京蒲田医療センター 田村  晃 
 
コースの実績 
外科専門医は在籍 5 年以上の全員が取得している。外科指導医 13 名（医療安全管理部、栄養サポート

チーム・以下 NST を合わせると計 15 名）。消化器外科専門医 21 名（含 NST で計 22 名）同指導医 8
名（含 NST で計 9 名）。小児外科学会指導医 1 名。小児外科専門医 2 名。日本乳癌学会専門医 2 名。日

本大腸肛門病学会専門医 9 名（含 NST で計 10 名）。同指導医 5 名（含 NST で計 6 名）。日本消化器内

視鏡学会専門医 5 名。日本内視鏡外科学会専門医 5 名。マンモグラフィー読影医 5 名。 
 
コースの指導状況（学位及び専門医等の取得状況等） 
東邦大学医療センター大森病院はもとより、教育関連病院においても、経験豊富な指導医の元で、外科

の修練が積める。日本外科学会、日本消化器外科学会教育関連施設のみならず、日本大腸肛門病学会、

日本乳癌学会の教育関連施設となっているため、専門医取得に向け効率の良い研修が進められる。臨床

研究に関しては各施設とも積極的で、学会発表や論文執筆などを通じて継続性のある後期研修カリキュ

ラムが進められている。 
 
学位・大学院と海外留学について 
学位の取得に関する希望は随時、指導者へ申し出て頂くことにしている。大学院進学希望者はできるだ

け早く（できれば後期研修前）その意志を表明して頂き、希望に沿って作成された大学院カリキュラム

で個別の研究活動に入る。現在在籍しているメンバーのうち、8 名が海外留学経験者（米国 7 名、ニュ

ージーランド 1 名）であり、希望者は個別にカリキュラムと照らし合わせながら、積極的に海外研修が

行えるように指導する。 
 
評価及び修了認定 
各医師について、認定医、専門医取得に向けた進行状況を教室責任者が随時把握し、不足部分について

各分野の指導者と協議し、調整していく。消化器外科、小児外科、乳腺内分泌外科それぞれで、終了時

期が異なるが、専門医取得状況と、臨床現場の状況を照らし合わせて修了認定を行う。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本外科学会 

資格名 外科専門医 

資格要件 学会が認めた施設で 4 年以上の臨床研修を行ったのち、学会の予備試験を受ける。



合格者のみが本試験に臨めるが、本試験までに、学会が指定した診療項目を経験し

なければならない。 

学会の連携等の概要 

東邦大学医療センター大森病院、および、教育関連施設はすべて当該学会が認定した教育施設となって

いるためすべて、修練の扱いとなる。 

 

学会等名 日本消化器外科学会 

資格名 消化器外科専門医 

資格要件 

日本外科学会認定の外科専門医となってから 4 年以上の臨床研修を行い、学会が指

定した診療手術項目を経験しなければならない。診療手術経験と学会発表、論文発

表や学会出席、教育セミナーへの出席が満たされた者のみが、筆記試験の受験資格

を得る。筆記試験に合格した者が専門医となる。 

学会の連携等の概要 

東邦大学医療センター大森病院、および、教育関連施設はすべて当該学会が認定した教育施設となって

いるためすべて、修練の扱いとなる。 

 

学会等名 日本大腸肛門病学会 

資格名 大腸肛門病専門医 

資格要件 

申請時に継続 5 年以上本学会会員であり、臨床研修終了後本学会認定施設において

所定の修練カリキュラムに従い通算 6 年以上の修練を行っていること｡あるいは日

本外科学会認定医、外科専門医または日本内科学会認定内科医、認定内科専門医の

場合は、それらの修練期間に本学会認定施設での所定の修練カリキュラムに従った

通算 3 年以上の修練を加え、合計 6 年以上の修練を行っていること。診療経験と学

会発表、論文発表や学会出席、教育セミナーへの出席が満たされた者のみが、受験

資格を得る。 

学会の連携等の概要 

東邦大学医療センター大森病院、および、教育関連施設はすべて当該学会が認定した教育施設となって

いるためすべて、修練の扱いとなる。 

 

学会等名 日本小児外科学会 

資格名 小児外科専門医 

資格要件 

日本外科学会認定の外科専門医となってから 2 年以上の臨床研修を行い、学会が指

定した診療手術項目を経験しなければならない。診療手術経験と学会発表、論文発

表や学会出席、教育セミナーへの出席が満たされた者のみが、筆記試験の受験資格

を得る。筆記試験に合格した者が専門医となる。 

学会の連携等の概要 

東邦大学医療センター大森病院以外に、成育医療センターや愛知県心身障害者コロニー中央病院などの



小児医療施設で研修し、臨床経験を積むカリキュラムを作っている。 

 

学会等名 日本乳癌学会 

資格名 乳癌専門医 

資格要件 

日本外科学会認定の外科専門医となってから 2 年以上の臨床研修を行い、学会が指

定した診療手術項目を経験しなければならない。診療手術経験と学会発表、論文発

表や学会出席、教育セミナーへの出席が満たされた者のみが、筆記試験の受験資格

を得る。筆記試験に合格した者が専門医となる。 

学会の連携等の概要 

東邦大学医療センター大森病院、および、教育関連施設はすべて当該学会が認定した教育施設となって

いるためすべて、修練の扱いとなる。 

 
 


